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１ 開催日時・場所 

令和４年１月２６日（水）１０時００分から１０時４８分まで 

四條畷市役所 東別館第二付属棟 １階大会議室 

 

２ 出席委員 

教 育 長  植田 篤司 

教育長職務代理者  山本 博資 

委 員  佃  千春 

委      員  河田 文 

委      員  尾﨑 靖二 

 

３ 事務局出席者 

教 育 部 長  阪本 武郎  
教 育 部 次 長 兼 

学 校 教 育 課 長 
 木村 実 

教育部副参事兼学校

給食センター所長 
 賀藤 久道  

学 校 教 育 課 人 権 教

育・教科指導担当課長

兼 教 育 セ ン タ ー 長 

 花岡 純 

教 育 総 務 課 長  板谷 ひと美  生涯学習推進課長  安田 美有希 

青 少 年 育 成 課 長  勝村 隆彦  
教育部上席主幹兼主任

（生涯学習推進担当） 
 村上 始 

公 民 館 長  神本 かおり  
図書館長兼主任兼 

田 原 図 書 館 主 任 
 田中 学 

 

４ 議事録作成者 

 

５ 付議案件 

議案 第１号 四條畷市教育振興基本計画の策定について 

議案 第２号 四條畷市私立幼稚園就園奨励費補助金条例施行規則を廃止する規則の

制定について 

議案 第３号 四條畷市飯盛城跡の調査研究に関する専門委員会条例の一部を改正す

る条例に対する意見の申し出について 

報告 第１号 令和４年度 全国学力・学習状況調査の参加及び協力について 

報告 第２号 第２次四條畷市スポーツ推進計画（原案）の策定について 
 

教 育 総 務 課  木邨 勇貴 
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植田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板谷教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

只今から、１月の教育委員会定例会を開催いたします。 

四條畷市教育委員会会議規則第５条第２項の規定に基づき、議事録署名者

の指名を行います。 

本日の議事録署名者は、河田委員にお願いいたします。 

 

それでは議事に入ります 

議案第１号 四條畷市教育振興基本計画の策定についてを議題といたしま

す。 

事務局から本件の内容説明を願います。 

 

議案第１号 四條畷市教育振興基本計画の策定について、令和３年１１月

１５日から１２月１５日を期限に実施した市民意見公募手続を終え、次の内

容で計画（案）を策定しましたので、主要な修正箇所を抽出し、説明いたし

ます。 

先ず、１６ページの分野別計画等について、就学前教育に関し、市長部局

が所管する乳幼児教育保育アクションプランに加え、第２期子ども・子育て

支援事業計画とも関連性があることから、下線のとおり計画を追加しました。 

次に、１９ページの分野別計画等について、つながりプランを挙げており

ましたが、本計画は、貧困の連鎖の防止を趣旨に、学校、教育委員会、関係

諸機関の役割や取組みを体系化したものであり、広く公表するものには当た

らないとの再度の検討により、記載を削除いたしました。 

次に、２２ページの分野別計画等について、スポーツ推進計画及び文化芸

術振興計画に関し、現在、計画期間の終了に伴う次期計画の策定に取り組ん

でいることから、新たな名称へと記載を修正いたしました。なお、２４ペー

ジ及び２７ページの分野別計画等においても、同様の理由により該当箇所を

修正しております。 

次に、２２ページの分野別計画等に戻り、ふれあい教室及び放課後子ども

教室事業に関し、これらについても、先の第２期子ども・子育て支援事業計

画と関連性があることから、下線のとおり計画を追加いたしました。 

最後に、２７ページのインクルーシブ教育の用語解説について、先月の定

例会で報告のとおり、市民意見公募手続に提出された意見を踏まえ、下線の

ように記載を改めております。 

以上が主要な修正箇所の説明であり、本日の定例会で本案を審議のうえ、

ご可決いただけましたら、令和４年４月からの実施に向けて、広く周知に努

めてまいりたいと考えております。よろしくご審議のほど、お願い申しあげ

ます。 

 

ありがとうございます。それでは本件について質疑等ありましたらお願い
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山本教育長職務代

理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

佃委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

いたします。 

 

本市の教育振興基本計画の作成にあたりましては、児童生徒の意見等を聴

取いただく、あるいは若年層職員の意見を取り入れるということで、事務局

に大変なご苦労をおかけしたと思います。おかげで他市に比べても分かりや

すい教育振興基本計画になったと思います。事務局のご苦労に対し、感謝申

し上げます。 

ただし、分かりやすい計画になり、施策の方向性等が具体的なので、今後、

検証が大変になると思いますが、よろしくお願いします。 

パブコメも実施し、色々なご意見を含めていただいてますので、私として

は、この形で決めていただければと思っております。 

 

ありがとうございます。その他、質疑等ありましたらお願いいたします。 

 

これまで教育振興基本計画について、皆さんと何度となく議論させていた

だき、丁寧に細部にわたって整えていただきましたので、これについて特に

意見等ございません。 

ただ、基本理念の、四條畷市が誇る「みんなの学びが叶うまち、～生涯 学

び 夢 挑戦～」のフレーズと、その後に続く、細々な施策内容が推進者で

ある教職員の皆さんに行き届き、自分の言葉として語れるような、そんな教

員の皆さんであっていただきたいですし、また、保護者や地域の方々にも趣

旨が届くように、工夫していただければと思います。また、我々もそうしな

ければいけないと思う次第です。 

 

ありがとうございます。その他ご意見はございませんか。 

 

  （「なし」の声） 

 

ここでお諮りいたします。 

議案第１号 四條畷市教育振興基本計画の策定について、原案のとおり可

決することに異議ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

異議がないようですので、議案第１号については、原案のとおり可決する

ことに決しました。 

 

ここで議事を一旦中断いたしまして、職員の退室を求めます。 

現在、オミクロン株が大変猛威をふるっております。感染を予防するため、
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木村教育部次長兼

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

また、関連業務に従事いただくため、これ以降の出席者を案件提出課に制限

させていただきます。 

 

（退席） 

 

それでは、議事を再開いたします。 

議案第２号 四條畷市私立幼稚園就園奨励費補助金条例施行規則を廃止す

る規則の制定についてを議題といたします。 

事務局から本件の内容説明を願います。 

 

議案第２号 四條畷市私立幼稚園就園奨励費補助金条例施行規則を廃止す

る規則の制定について、四條畷市私立幼稚園就園奨励費補助金条例施行規則

を廃止するにつき、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条第１

項の規定により、議決を求めます。 

提案理由といたしましては、令和元年市議会９月定例議会において、関係

条例の一部を改正する条例が可決され、令和２年３月３１日限りでこの制度

は終了したことから本案を提出しました。 

この時期に至った経緯として、令和４年度の機構改革へ向け、規則等を整

理する準備のなか、条例との不整合を確認したためです。失念しており、大

変申し訳ありません。 

なお、附則といたしまして、本条例施行規則は公布の日から廃止とさせて

いただいています。 

ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございます。本件について、質疑等ありましたら願いいたしま

す。 

 

  （「なし」の声） 

 

ここでお諮りいたします。 

議案第２号 四條畷市私立幼稚園就園奨励費補助金条例施行規則を廃止す

る規則の制定について、原案のとおり可決することに異議ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

異議がないようですので、議案第２号については、原案のとおり可決する

ことに決しました。 

 

それでは、次に移ります。 
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村上教育部上席主

幹兼主任（生涯学習

推進担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

 

尾﨑委員 

 

 

村上教育部上席主

幹兼主任（生涯学習

推進担当） 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

 

 

 

 

 

議案第３号 四條畷市飯盛城跡の調査研究に関する専門委員会条例の一部

を改正する条例に対する意見の申し出についてを議題といたします。 

事務局から本件の内容説明を願います。 

 

議案第３号 四條畷市飯盛城跡の調査研究に関する専門委員会条例の一部

を改正する条例に対する意見の申し出について、四條畷市飯盛城跡の調査研

究に関する専門委員会条例の一部を改正する条例を市議会２月定例議会に上

程するにつき、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に

より教育委員会の意見を申し出ることについて、議決を求めるものでござい

ます。 

提案理由としましては、令和３年１０月１１日に国史跡に指定された飯盛

城跡に関し、大東市とともに史跡保存活用計画を策定するにあたり、調査研

究に新たな専門分野の委員を要することから提案するものでございます。 

案件の概要につきましては、条例の組織、第３条 「専門委員会は、委員

５人以内をもって組織する。」を、「専門委員会は、委員１０人以内をもっ

て組織する。」に改正するものです。 

なお、この条例に関しましては、大東市も同時に改正を行っております。 

 

ありがとうございます。では本件について、質疑等ありましたらお願いい

たします。 

 

提案理由にあります新たな専門分野とは、どのようなものがあるのでしょ

うか。 

 

予定しております専門委員会のメンバーは、考古学部門、歴史学部門、保

存・整備部門に加え、今回、保存活用というなかで地盤工学の分野の方を予

定しております。これは、土砂の流出をどのように防ぐとか、石垣の保存を

どういう形で工学的に進めるかという意見をまとめるための分野です。 

もう一つは、森林の植生管理、特に、飯盛城は東側が人工林ですので、今

後どのようにそれを保存管理してくかという意見をまとめるものでございま

す。 

 

その他、質疑等ありましたらお願いいたします。 

 

  （「なし」の声） 

 

ここでお諮りいたします。 

議案第３号 四條畷市飯盛城跡の調査研究に関する専門委員会条例の一部

を改正する条例に対する意見の申し出について、原案のとおり可決すること
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花岡学校教育課人

権教育・教科指導担

当課長兼教育セン

ター長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

に異議ございませんか。 

 

 （「異議なし」の声） 

 

異議がないようですので、議案第３号については、原案のとおり可決する

ことに決しました。 

 

それでは、次に移ります。 

報告第１号 令和４年度 全国学力・学習状況調査の参加及び協力につい

てを議題といたします。 

事務局から本件の内容説明を願います。 

 

報告第１号 令和４年度全国学力学習状況調査参加及び協力についてで

す。 

別添資料のとおり令和４年４月１９日（火）に実施される標記の件につき、

市立各小中学校の参加について報告するものでございます。詳細につきまし

ては、文部科学省が示した資料をご覧ください。 

趣旨といたしましては、児童生徒の学力や学習状況を把握、分析し、教育

施策の成果と課題を検証のうえ、その改善を図るとともに、学校における児

童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て、教育に関する継続

的な検証改善サイクルを確立することです。 

調査の対象は、小学校第６学年、中学校第３学年です。 

調査事項は、小学校の国語、算数及び理科、中学校の国語、数学及び理科

に関する調査と、学習意欲、学習方法、学習環境及び生活の諸側面等に関す

る質問紙調査です。 

調査事項の学校に対する調査は、指導方法に関する取組みや教育条件の整

備状況に関する質問紙調査です。 

調査結果の活用については、各児童生徒の全般的な学習状況の改善等に努

め、教育指導及び教育施策の改善に努めてまいります。 

 

ありがとうございます。では本件について、確認質問等ありましたらお願

いいたします。 

 

（「なし」の声） 

 

では予定通り進めていただきたいと思います。 

 

それでは次に移ります。 

報告第２号 第２次四條畷市スポーツ振興計画（原案）の策定についてを
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安田生涯学習推進

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題といたします。 

事務局から本件の内容説明を願います。 

 

ご説明に入ります前に一点訂正がございます。報告第２号の標題及び文中

に、スポーツ振興計画と記載しておりますが、スポーツ推進計画の誤りでご

ざいます。誠に申し訳ございませんが、訂正のほど、よろしくお願いします。 

改めまして、報告第２号第２次四條畷市スポーツ推進計画（原案）の策定

についてでございます。 

令和元年度に策定した第１次スポーツ推進計画が今年度末に計画期間満了

となることから、第２次計画の策定に向け、社会教育委員及び市内各種スポ

ーツ団体からの意見を踏まえ、原案を作成しましたのでご報告いたします。 

第 1 次計画からの変更点を中心にご説明いたします。 

まず、目次をご覧ください。 

第１章 はじめに、第２章 計画策定の背景、第３章 基本的な考え方、

第４章 本市の社会資源、第５章 計画の基 

本方針、第６章 施策の推進、第７章 計画の推進体制、最後に用語解説、

以上の構成としております。 

３ページをお開きください。第２章 計画策定の背景の１国のスポーツ推

進に係る動向につきましては、今年度中に第３期スポーツ基本計画の策定が

進められており、第２期計画ではスポーツを「する」、「みる」、「ささえ

る」といった観点から多様な関わり方の推進が掲げられていましたが、第３

期計画では、「つくる／はぐくむ」という視点が新たに追加される予定であ

ることから、その内容を、また、４ページにはスポーツ庁で推進されている

スポーツＳＤＧｓを新たに盛り込みます。 

４ページ、２ 大阪府のスポーツ推進に係る動向については、国と同じく

今年度に第３次大阪府スポーツ推進計画の策定が進められており、その内容

を更新しております。 

５ページ、３ 本市のスポーツ推進に係る状況及び課題では、（１）ライ

フスタイルの多様化、（２）施設の老朽化、（３）新型コロナウイルス感染

症に伴うスポーツ活動の変化を大きく課題として取り上げております。 

まず、５ページ（１）ライフスタイルの多様化については、社会環境の変

化が体力の低下にも影響していることを踏まえつつ、スポーツは体力の維持

向上及び健康寿命を延伸する観点及び人と人とのつながりを育む観点におい

て非常に重要な意義を持つことから、さまざまなスポーツを楽しむことがで

きる機会を創出し、より多くの市民に関心を持ってもらい、参加してもらう

ことが課題と捉えています。参考資料として、全国体力・運動能力、運動習

慣等調査、スポーツ少年団本部の団員数及び体育協会の連盟数の推移を盛り

込んでおります。７ページ（２）施設の老朽化については、令和３年度に実

施された市民意識調査における、「テニスコートや体育館などの運動施設が
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充実しているか」の項目についての結果を盛り込み、市民がよりスポーツを

気軽に楽しむことのできる環境整備を計画的に行っていくことが課題と考え

ております。８ページ、（３）新型コロナウイルス感染症に伴うスポーツ活

動の変化では、コロナ禍で日常の運動やスポーツ活動が困難な状況となった

ことを踏まえ、スポーツ庁の実施した調査結果を引用し、健康度、体力、運

動不足解消度のいずれもがコロナ禍前と比較して低下が認められている状況

を盛り込み、ウィズコロナ・アフターコロナの時代に即して安心安全にスポ

ーツを行うための情報提供や運動機会の創出が課題と考えております。 

１０ページ 第３章 基本的な考え方について、１ 計画の目標では第１

次計画の目標を継承し、２ 計画の位置付けでは現行の各種計画に置き換え

図で示しております。１１ページ ３ 目標年次は令和４年度から８年度の

５年間とし、４ 本計画におけるスポーツの定義については、競技スポーツ

だけではなく、生活を豊かにするあらゆる自発的な身体活動を含み、また、

その他、「みる・ささえる・つくる・はぐくむ」という関りも含むものと定

義しています。 

１２ページ 第４章 本市の社会資源では、１ 市内スポーツ施設の状況

として、体育館、屋外運動施設／グラウンド・テニスコート、その他の体育

施設に分けて状況を記載、新たに昨年度より貸出しを開始した四條畷南中学

校跡地運動場を盛り込みました。１３ページ ２ 市内スポーツ関係団体の

状況では、市内のスポーツ推進の中核を担っている各種スポーツ団体につい

て記載しております。 

１５ページ 第５章 計画の方針では、１ ライフステージに応じたスポ

ーツができる機会の創出、２ 地域力を活かした取組み、３ 各種競技スポ

ーツのレベルアップ、４ スポーツ施設の充実の４点を第１次計画から引き

続き大きな取組み方針として継承しています。 

１６ページ 第６章 施策の推進では目標及び基本方針に沿った取組みを

進めるにあたり、１２の取組み項目を定めております。 

また、４つの基本方針と紐づく１２の各項目のうち、次の２点を第２次計

画の重点施策、重点項目とし、本市のスポーツ振興を図りたく考えておりま

す。 

まず、重点取組み項目①としては、あらゆる市民がスポーツに参加できる

機会を創出することが肝要であるとの考えから、基本方針１ ライフステー

ジに応じたスポーツができる機会の創出の（１） 幼児期から青少年期のスポ

ーツ推進～（４） 障がいのある人のスポーツ推進のすべての項目を重点に置

き、１８ページにございますように、重点項目の数値目標には、生涯学習推

進課及び市民総合体育館の指定管理者によるスポーツの機会の創出状況の向

上を据える考えにございます。具体の数値目標としては、令和元年度１６０

件の事業を８年度に２００件とすることとしています。 

１６ページにお戻りいただきまして、重点取組み項目②として、基本方針
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安田生涯学習推進

課長 

 

 

 

 

植田教育長 

 

４ スポーツ施設の充実の（１） 既存スポーツ施設の整備及び利用者の利便

性向上を置き、２１ページにございますように、重点項目の数値目標には、

市民意識調査「テニスコートや体育館などの運動施設が充実している」の肯

定的意見の割合の向上を据える考えです。具体の数値目標としましては、令

和３年度の３４．８％に対して、８年度は３８．３％とすることとしていま

す。 

２２ページ 第７章 計画の推進体制では、１ 計画の推進体制及び２ 計

画の進行管理について記載しており、イメージ図で示しております。 

最後に２３ページ以降は用語解説となっております。 

なお、原案のなか、（仮称）としているものや令和３年度中に策定される

計画の記載は策定のタイミングで修正を加えることといたします。 

市民意見公募手続（パブリックコメント）については、２月１日から３月

３日までの１ケ月間を予定しています。 

 

ありがとうございます。では本件について、確認質問等ありましたらお願

いします。 

 

基本的なことについてよくまとめられていると思いますが、はじめのとこ

ろで、コロナの問題について、ウィズコロナ、アフターコロナの時代に対応

すべくと問題を提起されていますが、状況を踏まえた課題をどう解決するの

かというのがないように思います。例えば基本方針の部分とか、基本的な考

え方、あるいはスタンスのなかにコロナ関係が出てこないのが気になります。

コロナの問題が簡単に収束することはあり得ない状況ですので、基本方針の

なかのどこかで触れるべきではないでしょうか。 

例えば、１ ライフステージに応じたスポーツができる機会の創出のどこ

かコロナ対策に触れる必要があるのではないかと感じました。 

それから、文章表現ですが、同じコロナのところで「オフライン・オンラ

インを融合させた取組み」と書かれていますが、一般市民には分かりにくい

表現ではないかと思います。オフラインとオンラインを融合と書かれた部分

について、何か意図があれば併せてお伺いしたいです。 

 

ご意見ありがとうございます。 

コロナの課題につきましては、具体の解決策の取組み項目の中に追記を検

討したいと考えます。ありがとうございます。 

また、オフライン・オンラインを融合させたという表現が分かりにくいと

いうご指摘をいただきましたので、表現方法を検討したいと思います。 

 

その他、確認質問等ありましたらお願いします。 
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安田生涯学習推進
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植田教育長 

 

安田生涯学習推進

課長 

 

山本教育長職務代

理者 

 

社会教育の分野では、先月の文化芸術振興計画に続き、スポーツ推進計画

ということで大きな計画を打ち立てられ、そのご苦労に敬意を表したいと思

います。 

８、９ページのグラフの見せ方については、ユニバーサルデザインの観点

で色々なことをお考えになって、シンプルなグラフを採用されていると思い

ますが、右側の８ページの文章を読んだ時に、肯定的な意見を比較するにあ

たって見づらく感じましたので、少し工夫されたらと思いました。 

加えて、９ページのスポーツ庁の調査の引用部分は少し縮小してでも１ペ

ージにまとめ、参考資料と分かるように提示されると良いと思いました。 

 

ご指摘いただきました２点の内容につきまして、修正を進めたいと思いま

す。ありがとうございます。 

 

佃委員が触れられた９ページのグラフですが、スポーツ庁の調査研究結果

であるのが分かりにくくなっていますので、全国調査を引用した意味に触れ

られた方が良いと思います。 

また、６ページのコラムについて、体力合計点の説明が少し分かりにくい

ので、※印の説明を逆転させてはどうでしょうか。具体的に、体力合計点と

いうのは握力、上体起こし等、８種目の成績を１点から１０点に得点化して

合計して表しており、全国を５０とした偏差で表していますとの説明でいか

がでしょうか。 

続けて、１０ページの第３章 基本的な考え方の部分ですが、ｅスポーツ

や D スポーツが非常に注目されておりますので、こういったものを視野に入

れていただきたいと思います。それについては、１１ページの本計画におけ

るスポーツの定義の２行めに、「すべての市民が広く」となっており、それ

以降に、健康の維持、増進、介護予防、ストレス解消、気晴らし、地域の多

様な方々の交流と広く捉えていますので、計画の目標にその文言を入れてい

ただけたらと思います。 

１１ページの計画の目標の下から２行めに、いつでも、どこでも、いつま

でもと記載していますので、定義や目標に入れることもご検討ください。 

 

ありがとうございます。 

 

ご意見の３点について、修正等検討を進めたいと思います。ありがとうご

ざいます。 

 

コラムについてですが、４ページにスポーツ庁のＳＤＧｓの話しが出てい

ますが、ここにあがっているだけで、市の取組みが触れられてないのが気に

なります。どこかにＳＤＧｓの観点に触れることが必要なのではないかと思
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いました。 

それから、同じような図表のところですが、２１ページの市民意識調査に

ついて、令和３年と８年の数値目標が書かれており、説明の中に、過去３年

間の市民意識調査では、「肯定的な意見の割合が隔年で上昇と下降を繰り返

している」とありますが、この部分について、なぜかという原因分析が必要

ではないかと感じました。というのは、毎年繰り返しているから令和元年と

２年を比べたら減っていて、２年から３年は上昇し、こういう形が８年まで

続くと考え、この目標数値を設定したというようになってしまいますので、

なぜそういうことが繰り返されているのかという分析がいると思います。 

 

スポーツＳＤＧｓにつきまして、市の考え方に触れる方が良いとのご指摘

について、盛り込んでいくよう検討したいと思います。 

重点項目の数値目標の分析が必要ではとのご意見については、東部、西部

でさまざまな数字が出ておりまして、そのあたりをもう一度確認させていた

だき、検討したいと思います。 

 

その他確認質問ありましたらお願いします。 

 

２つの重点項目の数値目標が示されておりますので、それについて質問さ

せていただきます。 

まず、１８ページにライフステージに応じたスポーツができる機会の創出

ということで、令和元年度は１６０件で８年度には２００件にするとありま

す。ライフステージに応じたスポーツ機会は４つに分かれていて、３つは典

型的なスポーツ推進、１つは障がいのある人のスポーツ推進となっています

が、まとめてしまって問題ないでしょうか。例えば、４つどれかに弱い点が

見られた時、分析が必要ではないでしょうか。 

もう１点は、２１ページの数値目標について、これは文化芸術振興計画で

も指摘させていただきましたが、※印の１行め、令和３年度の数値に対し１

０％向上した数値を８年度の数値目標としています。１行のなかに数値とい

う言葉が３つも出ています。もうこれでよく分からないという気持ちになっ

てしまいますので、例えば、「令和３年度の数値の１０％にあたる３．５％

の向上を８年度の目標としています。」とすると、数値という言葉が１つに

なります。ただ、難しいのは、「今後は肯定的意見の割合を継続的に向上さ

せていく」と書いていらっしゃるので、５年間で一回も落ちることなく３．

５％を向上させるのは難しいのではないかと思います。 

 

重点項目の数値目標、ライフステージに応じたスポーツができる機会の創

出、こちらが（１）から（４）までを踏まえているという点でご意見を頂戴

しました。令和元年度の１６０件につきましては、主に競技スポーツが多い
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状況です。この分析などを追記したいと考えます。 

２点めの重点項目の数値目標の文言については、先ほどお示しいただきま

した内容で検討を進めたいと思います。ありがとうございます。 

 

継続的にという部分について、目標年次に設定された年度だけ取り組むと

いうことがないよう、この言葉を入れた経緯がございます。今のご意見も含

め、表現方法については再考したいと思います。 

 

その他、確認質問等ありましたらお願いします。 

 

７ページ、施設の老朽化及び環境の変化に関してですが、環境変化でいう

と、四條畷南中学校と四條畷東小学校の廃校があると思います。 

四條畷南中学校の跡地については１３ページに、その他の体育施設として

掲載されており、活用されているのが分かりますが、四條畷東小学校につい

て触れられていません。教育委員会としては、両校とも活用していますので、

両方に触れてもらう必要があると思います。 

もう１点ですが、１７ページの市民体育祭、それから２０ページの市民総

合体育大会ついて、主な取組みとして整理されていますが、特に、市民体育

祭は市制施行５０周年の時に開催した後、コロナの問題もあり軌道に乗って

ないと思います。２事業の今後の見通しについて教えてください。 

 

まず、市民体育祭及び市民総合体育大会について、お答え申し上げます。 

市民体育祭につきましては、令和元年度に市制施行５０周年プレ事業とし

て市民の集いと合同開催させてもらった経緯がございます。その後、令和２

年、３年度とコロナウイルスの影響を受け中止となっていますが、今後も市

内スポーツ団体と協働のもと、開催していきたいと考えてございます。 

市民総合体育大会につきましては、体育協会と協働し、競技スポーツの大

会として継続開催を考えております。 

もう１件、旧四條畷東小学校につきましては、記載を検討していきたいと

思います。ありがとうございます。 

 

その他、確認質問等ありましたらお願いします。 

 

（「なし」の声） 

 

では、アップデートをよろしくお願いします。 

 

それでは、その他の案件に移ります。 

新型コロナウイルス感染症の対応について、事務局よりお願いします。 
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木村教育部次長兼

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止に関する対応について、本日机上配布さ

せていただいた別紙のとおり報告します。 

令和４年１月２７日から大阪府がまん延防止等重点措置実施期間となり、

小中学校の活動は以下の内容で通知があり、本市もこの内容に準じ、運営し

ております。 

次に、学校の臨時休業については記載のとおりです。このほか、学級閉鎖、

場合によっては学年閉鎖をしている学校もありますが、各校の情報について

は学校から保護者あてお知らせしているところです。 

最後に、学校施設及び社会教育施設の運営状況、イベント情報及び職員の

感染状況につきましては記載のとおりです。  

 

ご質問ありますでしょうか。 

 

（「なし」の声） 

 

その他の件、事務局からありましたらお願いします。 

 

（「なし」の声） 

 

本日予定の案件の審議はすべて終了いたしました。 

これをもちまして、定例会を閉会いたします。お疲れ様でございました。 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し、その相違ないことを証するためここに署名する。 

 

      令和４年３月３０日 

 

四 條 畷 市 教 育 長        植田 篤司 

 

四 條 畷 市 教 育 委 員   河田 文 

 


